
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（問合せ先）流山市役所福祉政策課 ☎７１９６－６６０５ 

災害時利用の協定締結のお知らせ 

医療的ケアにより、平常時から電源を必要としている

方を優先して受け入れる福祉避難所です。付き添いや

介助を行う家族の同伴も可能です。 

※付添者は状況により最少人数となる場合があります。 

※一般の方や条件に該当しない方は原則避難できません。 

福祉避難所（特別養護老人ホーム月の船） 

避難できる方（家族は同伴できますか？） 

医療的ケアにより災害時にも電源を必要とする方が優先的に避難できる 

福祉避難所として、社会福祉法人あかぎ万葉様のご協力により、特別養護老人ホーム月の船 

（野々下１丁目）と協定を締結しました。日頃から２４時間開設されている入所施設で、  

停電時にも一定時間利用できる大型蓄電池を備えています。 

 

 

これまでの地域支え合い活動を活かしつつ、従来から取り組んできた 

救急情報カードの内容を拡充し、特に支援を必要とする方の個別避難計画の作成を進めていま

す。 

この計画を作成者・支援者等と共有し、日ごろから一人ひとりが避難行動について考え、 

地域のつながりを深めていくことにより、避難支援が円滑に行われる可能性を高めます。 特別養護老人ホーム月の船 

流山市野々下 1丁目２９２（城の星おお

たかの森保育園との併設） 

市内中心部の浸水想定のない区域です。 

平常時は常時介護を必要とする高齢者

（１００床）を受け入れています。 

社会福祉法人あかぎ万葉 

平成１９年１月創設。高齢者の「生きる

喜び」、こどもの「相手を敬う心の育成」

を理念に、流山市内で６つの高齢者施

設、８つの保育園を運営しています。 

電源確保策・蓄電池 

約５００台のスマートフォンを充電できる  

大容量蓄電池を１階面談室に設置しています。 

※家族が来所して充電するだけでも対応可能です。 

蓄電池及び最低限の寝具（段ボールベッド・毛布等）は

設置していますが、水・食料、医薬品その他必要な物資

等は本人・家族で準備してください。 

自助・事前の備えにご協力ください 

最大出力３０００Ｗ・容量６０００Ｗｈ 

ＡＣコンセント：１００Ｖ１０個搭載 

出力波形：純正弦波 

定格出力：各ＡＣ出力１５００Ｗまで 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流山市ＨＰ 

避難所開設情報 

地域防災力向上のための講演会 (R7.1.28) 

講師 (※４) 

鍵屋 一 氏 

その他の電源確保策（市で備えている資器材） 

避難のタイミングを事前に確認しましょう（風水害） 

個別避難計画を作成しませんか？ 

市ＨＰ以外にも、市 

公式 LINEアカウント

Yahoo!防災速報等で 

確認できます 

情報伝達方法、医療

的ケア、 

配慮事項、避難生活

で病気・障害により

必要なものを書きま

す。 

※福祉避難所の利用に際して必須ではありませんが    

避難支援を円滑に行うためにも作成をお勧めしています 

個別避難計画は、在宅で生活し、障害や要介護等の事情により

自ら避難することが困難な方について、実際に避難支援を行う

避難支援等実施者や避難先を事前に定めておく計画です。 

※市では、人工呼吸器を使用している方 

や在宅酸素療法を受けている方など、 

電源や医療的ケアの必要な方の計画に  

基づいて、災害時の優先的な安否確認や 

医療資源の調整等を検討していきます。 

生活支援シート①②③ 

障害等級や介護度、移動方

法、情報伝達方法、医療的

ケア、配慮事項、避難生活

で病気・障害により必要な

ものを書きます。 

救急情報カード 

本人や家族の情報、普段か

ら支援を受けている事業所

名などを書きます。 

ハザードマップを確認して

安全な避難先を書きます。

自宅の浸水・土砂災害想定

も書いておきます。 

左）ニチコン株式会社・Power Mover  １台 

市が複数所有する電気自動車に接続し、外部

電源や電気機器に給電します。 

右）Jackeryポータブル電源１０００ １台 

ソーラー付・純正弦波：ACコンセント 3口

USB-A/C端子各 2口・シガーソケット対応 

容量１００２Ｗｈ/出力１０００Ｗ 

※自主避難所の開設は、警戒レベルの発令状況、今後の降水量、周辺及び上流河川の水位等を総合的に勘案して市が決定します。 

自宅に被害が無い・浸水の恐れが無い場合は、在宅避難が基本です。 

ハザードマップを事前に確認し、被害が想定される場合には、   

市公式ＨＰ等で自主避難所の開設が公表された時点で、福祉避難所へ避難すると良いでしょう。 

・災害時に必要な水、食料品・日用品等を常に１週間分以上備蓄する
・１週間分の薬の用意
・テレビ、ラジオ、インターネットなどで大雨の情報を収集する
・避難支援等実施者と、避難行動・避難先の確認をする

・必要な物資（食料等）の
ストックの確認と補充

・避難先への移動手段などを避難支援等 ・在宅避難することを避難
実施者と確認する 支援等実施者と共有しておく
・避難支援等実施者と連絡し、避難所の開設 ・テレビ、インターネット
状況を確認して避難を開始する  ラジオなどで情報収集
・まだ避難が完了していない場合には、 ・避難支援等実施者が安否確
直ちに避難する 認できるよう、連絡が取れる
・既に災害が発生している状況 ようにしておく
・命を守るための最善の行動をとる

マイ・タイムライン－災害時に備えて事前にとるべき行動を決めておきましょう－

・持ち出し品（食料、水、薬や眼鏡等の日用品、
お薬手帳、本カード、貴重品等）の確認と補充

警戒レベル５
（緊急安全確保）

平時の備え

警戒レベル１ 自宅外避難の場合
在宅避難の場合

(自宅等が安全である場合)

警戒レベル２
（注意報・警報）
警戒レベル３

（高齢者等避難）
警戒レベル４
（避難指示）


